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5.4 平成14年度調査 

(1)生物調査 

1) 植生調査 

 下幌呂地区の代表的な箇所で植生調査を行い、概略の植物相を把握する。 

2) ハンノキ林調査 

 下幌呂地区のハンノキが林分を形成している場所に５箇所（10×10m2）の調査地を設け、

その中の個体の、胸高直径、樹高、萌芽数を記録する。 

3) 埋土種子調査 

 本地区で再生事業を行う際に、存在する植物のポテンシャルを把握するために、①で行

った植物調査だけでなく、土壌中の植物種子についても、その相を把握する。土壌は、地

区内の 10 箇所で 50 ㎝、100 ㎝、150 ㎝、200 ㎝の４箇所からサンプリングを行い、各々、

発芽における水環境を２種類にわけ、発芽した種を記録する。 

 

(2)立地環境調査 

1) 周辺状況調査 

 本地区の現状について、自然環境並びに社会環境について、既往資料を用いて整理する。 

2) 地下水位調査 

 本地区に 10 箇所の地下水位観測孔を掘削し、その地下水位を計測する。 

3) 簡易土壌調査 

 本地区の土壌組成を把握するため、全域において、ピートサンプラーを用いた簡便な土

壌調査を行う。 

 

(3)再生計画立案 

 既存の知見等を用いて、本地区における再生計画立案を行う。 
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